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名
古
屋
市
の
南
西
部
、
３
つ
の
川
（
庄
内

川
・
新
川
・
日
光
川
）
の
河
口
部
に
広
が
る

藤
前
干
潟
は
、
魚
や
カ
ニ
な
ど
多
く
の
生
き

物
が
暮
ら
す
「
生
き
物
の
宝
庫
」。
地
球
を

南
北
に
１
万
キ
ロ
以
上
も
の
距
離
を
旅
す
る

渡
り
鳥
た
ち
が
羽
を
休
め
る
重
要
な
中
継
地

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

30
年
以
上
前
、
ご
み
の
量
の
増
加
に
伴
い

藤
前
干
潟
を
ご
み
の
埋
立
処
分
場
に
す
る
計

画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
名
古
屋

市
民
の
間
で
「
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
み
、

身
近
な
自
然
を
守
ろ
う
」
と
い
う
機
運
が
高

ま
り
、
１
９
９
９
年
１
月
に
埋
立
計
画
は
中

止
に
。
翌
月
に
「
ご
み
非
常
事
態
宣
言
」
が

出
さ
れ
、
市
民
総
出
で
ご
み
の
減
量
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
自
然
環
境
が
守
ら
れ
た
藤
前
干

潟
は
、２
０
０
２
年
11
月
１８
日
に
、ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
の
「
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
」
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
藤
前
干
潟
や
そ
の

周
辺
で
は
、
干
潟
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
清

掃
活
動
や
、
干
潟
を
も
っ
と
知
る
た
め
の
体

験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
か
ら
約
２０
年
。
名

古
屋
市
で
は
干
潟
の
保
全
活
動
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に
「
国
内
湿

地
交
流
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
国
内
湿
地
交
流
事
業
」
は
、
湿
地
や
海

岸
を
保
全
す
る
た
め
地
域
と
連
携
し
て
優
れ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
国
内
の
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
を
視
察
。
そ
こ
で
身

に
付
け
た
知
見
を
藤
前
干
潟
の
保
全
活
動
に

活
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

湿
地
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
か
ら
「
湿
学
」
と

名
付
け
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
的
か
つ
体
系

的
に
学
び
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
報
告
書
は
、２
０
２
１
年
１２
月
に
行
っ

た
事
前
学
習
会
に
始
ま
り
、
実
際
の
現
地
視

察
を
経
て
、
総
括
と
し
て
行
っ
た
事
後
学
習

会
ま
で
の
事
業
の
中
で
、
他
地
域
の
湿
地
の

取
り
組
み
か
ら
何
を
学
び
、
藤
前
干
潟
の
保

全
に
ど
う
や
っ
て
活
か
す
の
か
、
派
遣
者
の

立
場
か
ら
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
今
後
の
環

境
施
策
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

は
じ
め
に

Contents
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大石 安純

大毛利 一哉

亀井 浩次
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田中 伸司

角田 渉
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List of Participant

年齢も職業も違う10人が湿地について

ともに学び、この報告書を制作しました。

参 加 者 氏 名 目　次

（50音順）

ヤマトオサガニ ハマシギ ダイゼン
名古屋市野鳥観察館提供名古屋市野鳥観察館提供

はじめに 1

事前学習会・藤前干潟について 2

旅の記録 3

伊豆沼・内沼に学ぶ 4

志津川湾に学ぶ 5・6

蕪栗沼・周辺水田に学ぶ 7

蒲生干潟に学ぶ 8

事後学習会 9

おわりに 10

■

日
時
…
令
和
３
年
１２
月
１１
日（
土
）

■

場
所
…
エ
コ
パ
ル
な
ご
や　

バ
ー
チ
ャ
ル
ス
タ
ジ
オ

■

参
加
者
…
派
遣
者
１０
人

　
　
　
　

平
井
和
也（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
の
自
然
史
研
究
所
事
務
局
長
）

　

ま
ず
は
、
藤
前
干
潟
の
保
全
活
動
の
歴

史
に
つ
い
て
。
名
古
屋
市
が
干
潟
を
埋
め

立
て
て
ご
み
処
分
場
の
建
設
計
画
を
発
表

し
た
際
、「
鳥
の
生
息
地
を
守
ろ
う
」
と

真
っ
先
に
声
を
挙
げ
た
の
は
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
た
ち
で
し
た
。
や
が
て
、

渡
り
鳥
以
外
の
生
き
物
に
も
目
が
向
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
干
潟
を
掘
っ
て
み
る
と
、
実
に
多
様

な
生
き
物
が
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
泥
の
中
を
含
め
た〝
命
の
つ
な
が
り
〞

に
気
付
き
、『
干
潟
の
重
要
性
は
そ
の
生

態
系
に
あ
る
』
と
い
う
私
た
ち
の
主
張
の

根
拠
が
生
ま
れ
た
の
で
す
」
と
亀
井
さ
ん
。

藤
前
干
潟
を
守
る
会
は
２
０
０
５
年
に

N
P
O
法
人
格
を
取
得
し
、
干
潟
の
生
き

物
調
査
や
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
活
動
と
並
行
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
海
洋
ご
み
問
題
。
亀
井
さ
ん

ら
は
藤
前
干
潟
で
の
清
掃
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
し
た
上
で
、

次
の
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　
「
干
潟
に
あ
る
ご
み
は
拾
う
し
か
あ
り

ま
せ
ん
が
、
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
全
体
で
使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
減
ら
せ
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

宮
城
に
い
る
平
井
さ
ん
と
は
オ
ン
ラ
イ

ン
中
継
。
所
属
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
の
自
然

史
研
究
所
で
は
「
海
を
知
る
。
を
み
ん
な

に
」
を
テ
ー
マ
に
、
映
画
等
の
メ
デ
ィ
ア

を
使
っ
た
り
、
ご
み
拾
い
を
し
た
り
、
イ

ベ
ン
ト
企
画
を
し
た
り
と
多
面
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
南
三
陸
・
海
の

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
石
巻
・
川
の
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
運
営
。
事
前
学
習
会
で

は
、
今
回
訪
れ
る
南
三
陸
・
海
の
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
が
立
地
す
る
志
津
川
湾
の
自
然

環
境
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
他
の
視
察
先

の
湿
地
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
特
徴
を

も
っ
て
い
る
の
か
、
見
ど
こ
ろ
や
学
び
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に

解
説
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

海
の
中
の
写
真
は
、
ま
る
で
森
の
よ
う

に
海
藻
・
海
草
が
一
面
に
繁
茂
し
て
い
て
、

ど
う
や
ら
植
生
に
秘
密
が
あ
る
よ
う
で

す
。
一
方
、
山
か
ら
海
に
飛
ん
で
来
る
オ

オ
ワ
シ
の
写
真
や
越
冬
す
る
コ
ク
ガ
ン
の

鳴
き
声
、
い
っ
せ
い
に
飛
び
立
つ
マ
ガ
ン

の
映
像
も
。
名
古
屋
と
は
違
う
自
然
環
境

の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
学
習
意

欲
も
高
ま
り
ま
す
。

宮
城
の
湿
地
を
学
ぶ
意
義

　藤前干潟の特徴はゴカイや貝類、いろいろなカニなどの底生生
物が豊富にいること。そしてそれらをエサとする渡り鳥の中継地
であることです。北半球のシベリアで繁殖し、越冬をするため南
半球のオセアニアへと向かう渡り鳥のフライウェイ（渡り鳥の
ルート）にあり、途中で立ち寄って羽を休める場所となっていま
す。藤前干潟へやって来る渡り鳥はハマシギやダイゼン、ダイシャ
クシギなど。その数は年間２万羽以上だと言われています。

世界的に重要な渡り鳥のフライウェイ

事
前
学
習
会

視察を前に派遣者が集まり学習会を行いました。学習会では「優れた取り組みを行って
いる国内のラムサール条約登録湿地を視察し、その知見を藤前干潟の保全活動に活かす」
という事業の目的を確認。自己紹介を行い、それぞれが抱負を語りました。続けて、
NPO法人藤前干潟を守る会理事長の亀井浩次さんとNPO法人海の自然史研究所事務局
長の平井和也さんが講義を実施。藤前干潟や視察をする宮城の湿地についての理解を深
めました。

より深い学びのための準備

藤前干潟に暮らす生き物たち

市
民
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
都
会
の
オ
ア
シ
ス

命がつながる藤前干潟

（冬羽）

（夏羽）
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海
洋
ご
み
問
題
。
亀
井
さ
ん

ら
は
藤
前
干
潟
で
の
清
掃
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
し
た
上
で
、

次
の
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　
「
干
潟
に
あ
る
ご
み
は
拾
う
し
か
あ
り

ま
せ
ん
が
、
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
全
体
で
使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
減
ら
せ
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

宮
城
に
い
る
平
井
さ
ん
と
は
オ
ン
ラ
イ

ン
中
継
。
所
属
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
の
自
然

史
研
究
所
で
は
「
海
を
知
る
。
を
み
ん
な

に
」
を
テ
ー
マ
に
、
映
画
等
の
メ
デ
ィ
ア

を
使
っ
た
り
、
ご
み
拾
い
を
し
た
り
、
イ

ベ
ン
ト
企
画
を
し
た
り
と
多
面
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
南
三
陸
・
海
の

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
石
巻
・
川
の
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
運
営
。
事
前
学
習
会
で

は
、
今
回
訪
れ
る
南
三
陸
・
海
の
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
が
立
地
す
る
志
津
川
湾
の
自
然

環
境
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
他
の
視
察
先

の
湿
地
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
特
徴
を

も
っ
て
い
る
の
か
、
見
ど
こ
ろ
や
学
び
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に

解
説
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

海
の
中
の
写
真
は
、
ま
る
で
森
の
よ
う

に
海
藻
・
海
草
が
一
面
に
繁
茂
し
て
い
て
、

ど
う
や
ら
植
生
に
秘
密
が
あ
る
よ
う
で

す
。
一
方
、
山
か
ら
海
に
飛
ん
で
来
る
オ

オ
ワ
シ
の
写
真
や
越
冬
す
る
コ
ク
ガ
ン
の

鳴
き
声
、
い
っ
せ
い
に
飛
び
立
つ
マ
ガ
ン

の
映
像
も
。
名
古
屋
と
は
違
う
自
然
環
境

の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
学
習
意

欲
も
高
ま
り
ま
す
。

宮
城
の
湿
地
を
学
ぶ
意
義

　藤前干潟の特徴はゴカイや貝類、いろいろなカニなどの底生生
物が豊富にいること。そしてそれらをエサとする渡り鳥の中継地
であることです。北半球のシベリアで繁殖し、越冬をするため南
半球のオセアニアへと向かう渡り鳥のフライウェイ（渡り鳥の
ルート）にあり、途中で立ち寄って羽を休める場所となっていま
す。藤前干潟へやって来る渡り鳥はハマシギやダイゼン、ダイシャ
クシギなど。その数は年間２万羽以上だと言われています。

世界的に重要な渡り鳥のフライウェイ

事
前
学
習
会

視察を前に派遣者が集まり学習会を行いました。学習会では「優れた取り組みを行って
いる国内のラムサール条約登録湿地を視察し、その知見を藤前干潟の保全活動に活かす」
という事業の目的を確認。自己紹介を行い、それぞれが抱負を語りました。続けて、
NPO法人藤前干潟を守る会理事長の亀井浩次さんとNPO法人海の自然史研究所事務局
長の平井和也さんが講義を実施。藤前干潟や視察をする宮城の湿地についての理解を深
めました。

より深い学びのための準備

藤前干潟に暮らす生き物たち

市
民
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
都
会
の
オ
ア
シ
ス

命がつながる藤前干潟

（冬羽）

（夏羽）
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伊
豆
沼
・
内
沼
の
特
徴
は
、
水
深
が
平

均
８０
㎝
と
浅
い
こ
と
。
そ
の
た
め
沼
の
中

央
部
に
も
水
生
植
物
が
生
い
茂
り
、
魚
や

貝
の
ほ
か
ト
ン
ボ
を
は
じ
め
と
す
る
水
生

昆
虫
な
ど
、
多
種
多
様
な
生
き
物
が
生
息

し
て
い
ま
す
。
夏
に
は
湖
面
い
っ
ぱ
い
に

ハ
ス
の
花
が
咲
き
誇
り
、
冬
に
は
オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ
や
マ
ガ
ン
な
ど
の
渡
り
鳥
が
飛

来
す
る
な
ど
、
四
季
折
々
で
さ
ま
ざ
ま
な

風
景
が
見
ら
れ
る
、
ま
さ
に「
自
然
の
宝

庫
」で
す
。

　
「
生
態
系
を
維
持
し
つ
つ
、
人
類
の
利

益
の
た
め
に
湿
地
を
持
続
的
に
利
用
す

る
」こ
と
を
意
味

す
る「
ワ
イ
ズ
ユ

ー
ス
」と
い
う
考

え
の
も
と
、
沼
に

生
息
す
る
生
き

物
た
ち
の
生
態

系
を
守
り
つ
つ
、

多
く
の
人
が
訪

れ
て
も
ら
え
る
よ

う
観
光
に
も
力

を
入
れ
て
活
動

し
て
い
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　

嶋
田
哲
郎
さ
ん
に
よ
る
講
話
は
、
と

て
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
中
で
も
印

象
に
残
っ
た
の
が
、
自
然
環
境
保
全
活

動
に
つ
い
て
の
話
。
１
９
９
６
年
以
降
、

外
来
種
の
オ
オ
ク
チ
バ
ス
が
増
え
、
在
来

の
魚
や
渡
り
鳥
の
数
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、
嶋
田
さ
ん
ら
は
オ
オ
ク
チ
バ
ス
の
駆

除
活
動
を
開
始
。
試
行
錯
誤
の
結
果
、

電
気
シ
ョ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ト
と
い
う
機
械
で

オ
オ
ク
チ
バ
ス
を
気
絶
さ
せ
、
掬
い
取
る

方
法
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

オ
オ
ク
チ
バ
ス
の
個
体
数
は
減
少
。
在
来

の
魚
や
渡
り
鳥
の
数
は
元
に
戻
っ
た
そ
う

で
す
。

　

ま
た
、
ハ
ス
が

増
え
過
ぎ
て
、
沼

の
水
が
汚
れ
て
い

る
こ
と
も
問
題

に
。
嶋
田
さ
ん
ら

は
ハ
ス
刈
り
ロ

ボ
ッ
ト
ボ
ー
ト
を

使
っ
て
、
適
正
な

数
と
な
る
よ
う
ハ

ス
の
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

冬
の
伊
豆
沼
・
内
沼
観
光
の
一
番
の

見
ど
こ
ろ
が「
マ
ガ
ン
の
ね
ぐ
ら
入
り
」。

エ
サ
を
求
め
て
早
朝
に
飛
び
立
っ
た
数
万

羽
の
マ
ガ
ン
が
、
日
の
入
り
前
後
の
２０
〜

３０
分
に
ね
ぐ
ら
へ
と
戻
っ
て
く
る
様
子
の

こ
と
で
す
。
５
〜
８
羽
の
家
族
単
位
で
V

字
型
の
隊
列
を
組
み
、
飛
ん
で
来
た
マ
ガ

ン
た
ち
が
、
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
舞
い
落
ち
る
よ

う
に
ね
ぐ
ら
で
あ
る
伊
豆
沼
・
内
沼
へ
と

急
降
下
す
る
姿
は
、
感
動
的
で
す
ら
あ

り
ま
し
た
。

　

早
朝
に
マ
ガ
ン
た
ち
が
向
か
う
の
は
沼

の
周
囲
に
あ
る
水
田
。
籾
や
草
な
ど
、
豊

富
な
エ
サ
を
食
べ

な
が
ら
日
中
を

過
ご
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
農
家

が
沼
の
周
辺
で

米
作
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
、
実

は
マ
ガ
ン
の
保
全

に
も
繋
が
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と

を
、
こ
の
目
で
見

て
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
観
光
地

環
境
保
全
に
近
道
な
し

感
動
的
な
ね
ぐ
ら
入
り

　伊豆沼・内沼周辺には「宮城県伊豆
沼・内沼サンクチュアリセンター（鳥館）」
「栗原市サンクチュアリセンター・つき
だて館（昆虫館）」「登米市伊豆沼・内
沼サンクチュアリセンター（淡水魚館）」
という施設があります。いずれも、標本
や沼の生態展示が充実。伊豆沼・内沼
に生息する生き物全般のことなどを楽し
く学べます。

宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター
宮城県栗原市若柳上畑岡敷味 17-2
http://izunuma.org/

南三陸町自然環境活用センター
宮城県本吉郡南三陸町戸倉沖田69-2
https://www.town.minamisanriku.miyagi.
jp/index.cfm/8,0,39,390,html

南三陸・海のビジターセンター
宮城県本吉郡南三陸町戸倉阪本 21-1
http://kawatouminovisitorcenter.jp/umi/

南三陸まなびの里いりやど
宮城県本吉郡南三陸町入谷鏡石 5-3
https://ms-iriyado.jp/

３つのサンクチュアリセンター
　渡り鳥はどこから来て、どこへ行くの
かという疑問解消のため、嶋田さんら
は、衛星送信機を鳥に装着して追跡す
る「アルゴスシステム」を導入。オオハク
チョウなどの渡りの様子を調べました。
オオハクチョウは極東ロシア北部、マガ
モは極東ロシア南部や中国北部、オナ
ガガモは北海道…。鳥の種類によって
渡り先が違うことが分かりました。

鳥の行方を衛星で追跡
　渡り鳥はなぜ、伊豆沼・内沼に来る
のでしょうか。理由はいくつか考えられ
ますが、①冬でも湖面が氷結しないから
②広大な水田があるから③水深が浅い
から̶̶という３つが主な理由です。水
田の籾や草といったエサが豊富にあ
り、キツネなどの天敵に襲われる心配
がありません。渡り鳥にとっては、まさ
に楽園です。

渡り鳥が集まる理由

伊
豆
沼
・
内
沼
に
学
ぶ

■

所
在
地
…
宮
城
県
栗
原
市
、登
米
市
　
　

■

面
積
…
5
5
9
ha
　
　
■

湿
地
の
タ
イ
プ
…
淡
水
湖
　
　

■

保
護
の
制
度
…
国
指
定
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
　
　

■

ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
…
1
9
8
5
年

伊豆沼・内沼は、渡り鳥の越冬地として知られている国内有数の湿地です。公益財団法人
宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団研究室長の嶋田哲郎さんの講話を聞いたほか、観光の目
玉であるマガンのねぐら入りを見学。豊かな自然を守るための活動について、実体験を通じ
て学びました。

長期的な視野に立ち、渡り鳥の楽園を保全

Wetland Report

旅の記録

お世話になった施設

お世話になった人々

Day２1 16 日

Day１1 15 土

Day３1 17 月

南
三
陸
ま
な
び
の
里
い
り
や
ど

入
谷
の
山
ト
レ
イ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
南
三
陸
ま
な
び
の
里
い
り
や
ど
に
て
）

南
三
陸
町
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー

◆
同
セ
ン
タ
ー
・
阿
部
氏
の
講
話

南
三
陸
・
海
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
同
セ
ン
タ
ー
・
平
井
氏
の
講
話

◆
志
津
川
湾
の
生
物
観
察

南
三
陸
町
震
災
復
興
祈
念
公
園

◆
震
災
遺
構（
旧
防
災
対
策
庁
舎
）を
訪
問

南
三
陸
ま
な
び
の
里
い
り
や
ど

4567

南
三
陸
ま
な
び
の
里
い
り
や
ど

大
崎
市
田
尻
総
合
支
所

◆
大
崎
市
産
業
経
済
部

世
界
農
業
遺
産
推
進
課
・

三
宅
氏
の
講
話

◆
蕪
栗
沼
・
周
辺
水
田
の
生
物
観
察

蒲
生
干
潟

◆
蒲
生
を
守
る
会
・
熊
谷
氏
の
講
話

◆
蒲
生
干
潟
の
生
物
観
察

JR
仙
台
駅

JR
名
古
屋
駅

8910

JR
名
古
屋
駅

JR
く
り
こ
ま
高
原
駅

宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー

◆（
公
財
）宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼

環
境
財
団
・
嶋
田
さ
ん
の
講
話

◆
伊
豆
沼
・
内
沼
見
学

◆
マ
ガ
ン
の
ね
ぐ
ら
入
り
観
察

南
三
陸
ま
な
び
の
里
い
り
や
ど

123

Special Thanks!

1日目

NPO法人藤前干潟を守る会
亀井浩次さん
NPO法人海の自然史研究所
南三陸・海のビジターセンター
平井和也さん
NPO法人海の自然史研究所
今宮則子さん
公益財団法人宮城県
伊豆沼・内沼環境保全財団
嶋田哲郎さん
南三陸町自然環境活用センター
（南三陸ネイチャーセンター）
阿部拓三さん

宮城県大崎市産業経済部
世界農業遺産推進課
三宅源行さん
蒲生を守る会
熊谷佳二さん

おきなくらEELs の
みなさま

南三陸まなびの里
いりやどのみなさま

登米市

伊豆沼

志
津
川
湾

内沼

加美町

色麻町

大崎市

　大衡村

大和町

富谷市

岩沼市

名取市

多賀城市

七ヶ浜町

松島町

利府町利府町

東松島市

石巻市 女川町

金
華
山

涌谷町

美里町

東
北
新
幹
線

栗原市

宮城県

仙台市

南三陸町

N

10

65

4

3

1

2

8
7

9
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伊
豆
沼
・
内
沼
の
特
徴
は
、
水
深
が
平

均
８０
㎝
と
浅
い
こ
と
。
そ
の
た
め
沼
の
中

央
部
に
も
水
生
植
物
が
生
い
茂
り
、
魚
や

貝
の
ほ
か
ト
ン
ボ
を
は
じ
め
と
す
る
水
生

昆
虫
な
ど
、
多
種
多
様
な
生
き
物
が
生
息

し
て
い
ま
す
。
夏
に
は
湖
面
い
っ
ぱ
い
に

ハ
ス
の
花
が
咲
き
誇
り
、
冬
に
は
オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ
や
マ
ガ
ン
な
ど
の
渡
り
鳥
が
飛

来
す
る
な
ど
、
四
季
折
々
で
さ
ま
ざ
ま
な

風
景
が
見
ら
れ
る
、
ま
さ
に「
自
然
の
宝

庫
」で
す
。

　
「
生
態
系
を
維
持
し
つ
つ
、
人
類
の
利

益
の
た
め
に
湿
地
を
持
続
的
に
利
用
す

る
」こ
と
を
意
味

す
る「
ワ
イ
ズ
ユ

ー
ス
」と
い
う
考

え
の
も
と
、
沼
に

生
息
す
る
生
き

物
た
ち
の
生
態

系
を
守
り
つ
つ
、

多
く
の
人
が
訪

れ
て
も
ら
え
る
よ

う
観
光
に
も
力

を
入
れ
て
活
動

し
て
い
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　

嶋
田
哲
郎
さ
ん
に
よ
る
講
話
は
、
と

て
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
中
で
も
印

象
に
残
っ
た
の
が
、
自
然
環
境
保
全
活

動
に
つ
い
て
の
話
。
１
９
９
６
年
以
降
、

外
来
種
の
オ
オ
ク
チ
バ
ス
が
増
え
、
在
来

の
魚
や
渡
り
鳥
の
数
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、
嶋
田
さ
ん
ら
は
オ
オ
ク
チ
バ
ス
の
駆

除
活
動
を
開
始
。
試
行
錯
誤
の
結
果
、

電
気
シ
ョ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ト
と
い
う
機
械
で

オ
オ
ク
チ
バ
ス
を
気
絶
さ
せ
、
掬
い
取
る

方
法
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

オ
オ
ク
チ
バ
ス
の
個
体
数
は
減
少
。
在
来

の
魚
や
渡
り
鳥
の
数
は
元
に
戻
っ
た
そ
う

で
す
。

　

ま
た
、
ハ
ス
が

増
え
過
ぎ
て
、
沼

の
水
が
汚
れ
て
い

る
こ
と
も
問
題

に
。
嶋
田
さ
ん
ら

は
ハ
ス
刈
り
ロ

ボ
ッ
ト
ボ
ー
ト
を

使
っ
て
、
適
正
な

数
と
な
る
よ
う
ハ

ス
の
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

冬
の
伊
豆
沼
・
内
沼
観
光
の
一
番
の

見
ど
こ
ろ
が「
マ
ガ
ン
の
ね
ぐ
ら
入
り
」。

エ
サ
を
求
め
て
早
朝
に
飛
び
立
っ
た
数
万

羽
の
マ
ガ
ン
が
、
日
の
入
り
前
後
の
２０
〜

３０
分
に
ね
ぐ
ら
へ
と
戻
っ
て
く
る
様
子
の

こ
と
で
す
。
５
〜
８
羽
の
家
族
単
位
で
V

字
型
の
隊
列
を
組
み
、
飛
ん
で
来
た
マ
ガ

ン
た
ち
が
、
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
舞
い
落
ち
る
よ

う
に
ね
ぐ
ら
で
あ
る
伊
豆
沼
・
内
沼
へ
と

急
降
下
す
る
姿
は
、
感
動
的
で
す
ら
あ

り
ま
し
た
。

　

早
朝
に
マ
ガ
ン
た
ち
が
向
か
う
の
は
沼

の
周
囲
に
あ
る
水
田
。
籾
や
草
な
ど
、
豊

富
な
エ
サ
を
食
べ

な
が
ら
日
中
を

過
ご
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
農
家

が
沼
の
周
辺
で

米
作
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
、
実

は
マ
ガ
ン
の
保
全

に
も
繋
が
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と

を
、
こ
の
目
で
見

て
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
観
光
地

環
境
保
全
に
近
道
な
し

感
動
的
な
ね
ぐ
ら
入
り

　伊豆沼・内沼周辺には「宮城県伊豆
沼・内沼サンクチュアリセンター（鳥館）」
「栗原市サンクチュアリセンター・つき
だて館（昆虫館）」「登米市伊豆沼・内
沼サンクチュアリセンター（淡水魚館）」
という施設があります。いずれも、標本
や沼の生態展示が充実。伊豆沼・内沼
に生息する生き物全般のことなどを楽し
く学べます。

宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター
宮城県栗原市若柳上畑岡敷味 17-2
http://izunuma.org/

南三陸町自然環境活用センター
宮城県本吉郡南三陸町戸倉沖田69-2
https://www.town.minamisanriku.miyagi.
jp/index.cfm/8,0,39,390,html

南三陸・海のビジターセンター
宮城県本吉郡南三陸町戸倉阪本 21-1
http://kawatouminovisitorcenter.jp/umi/

南三陸まなびの里いりやど
宮城県本吉郡南三陸町入谷鏡石 5-3
https://ms-iriyado.jp/

３つのサンクチュアリセンター
　渡り鳥はどこから来て、どこへ行くの
かという疑問解消のため、嶋田さんら
は、衛星送信機を鳥に装着して追跡す
る「アルゴスシステム」を導入。オオハク
チョウなどの渡りの様子を調べました。
オオハクチョウは極東ロシア北部、マガ
モは極東ロシア南部や中国北部、オナ
ガガモは北海道…。鳥の種類によって
渡り先が違うことが分かりました。

鳥の行方を衛星で追跡
　渡り鳥はなぜ、伊豆沼・内沼に来る
のでしょうか。理由はいくつか考えられ
ますが、①冬でも湖面が氷結しないから
②広大な水田があるから③水深が浅い
から̶̶という３つが主な理由です。水
田の籾や草といったエサが豊富にあ
り、キツネなどの天敵に襲われる心配
がありません。渡り鳥にとっては、まさ
に楽園です。

渡り鳥が集まる理由

伊
豆
沼
・
内
沼
に
学
ぶ

■

所
在
地
…
宮
城
県
栗
原
市
、登
米
市
　
　

■

面
積
…
5
5
9
ha
　
　
■

湿
地
の
タ
イ
プ
…
淡
水
湖
　
　

■

保
護
の
制
度
…
国
指
定
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
　
　

■

ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
…
1
9
8
5
年

伊豆沼・内沼は、渡り鳥の越冬地として知られている国内有数の湿地です。公益財団法人
宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団研究室長の嶋田哲郎さんの講話を聞いたほか、観光の目
玉であるマガンのねぐら入りを見学。豊かな自然を守るための活動について、実体験を通じ
て学びました。

長期的な視野に立ち、渡り鳥の楽園を保全

Wetland Report

旅の記録

お世話になった施設

お世話になった人々

Day２1 16 日

Day１1 15 土

Day３1 17 月

南
三
陸
ま
な
び
の
里
い
り
や
ど

入
谷
の
山
ト
レ
イ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
南
三
陸
ま
な
び
の
里
い
り
や
ど
に
て
）

南
三
陸
町
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー

◆
同
セ
ン
タ
ー
・
阿
部
氏
の
講
話

南
三
陸
・
海
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
同
セ
ン
タ
ー
・
平
井
氏
の
講
話

◆
志
津
川
湾
の
生
物
観
察

南
三
陸
町
震
災
復
興
祈
念
公
園

◆
震
災
遺
構（
旧
防
災
対
策
庁
舎
）を
訪
問

南
三
陸
ま
な
び
の
里
い
り
や
ど

4567

南
三
陸
ま
な
び
の
里
い
り
や
ど

大
崎
市
田
尻
総
合
支
所

◆
大
崎
市
産
業
経
済
部

世
界
農
業
遺
産
推
進
課
・

三
宅
氏
の
講
話

◆
蕪
栗
沼
・
周
辺
水
田
の
生
物
観
察

蒲
生
干
潟

◆
蒲
生
を
守
る
会
・
熊
谷
氏
の
講
話

◆
蒲
生
干
潟
の
生
物
観
察

JR
仙
台
駅

JR
名
古
屋
駅

8910

JR
名
古
屋
駅

JR
く
り
こ
ま
高
原
駅

宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー

◆（
公
財
）宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼

環
境
財
団
・
嶋
田
さ
ん
の
講
話

◆
伊
豆
沼
・
内
沼
見
学

◆
マ
ガ
ン
の
ね
ぐ
ら
入
り
観
察

南
三
陸
ま
な
び
の
里
い
り
や
ど

123

Special Thanks!

1日目

NPO法人藤前干潟を守る会
亀井浩次さん
NPO法人海の自然史研究所
南三陸・海のビジターセンター
平井和也さん
NPO法人海の自然史研究所
今宮則子さん
公益財団法人宮城県
伊豆沼・内沼環境保全財団
嶋田哲郎さん
南三陸町自然環境活用センター
（南三陸ネイチャーセンター）
阿部拓三さん

宮城県大崎市産業経済部
世界農業遺産推進課
三宅源行さん
蒲生を守る会
熊谷佳二さん

おきなくらEELs の
みなさま

南三陸まなびの里
いりやどのみなさま

登米市

伊豆沼

志
津
川
湾

内沼

加美町

色麻町

大崎市

　大衡村

大和町

富谷市

岩沼市

名取市

多賀城市

七ヶ浜町

松島町

利府町利府町

東松島市

石巻市 女川町

金
華
山

涌谷町

美里町

東
北
新
幹
線

栗原市

宮城県

仙台市

南三陸町

N

10

65

4

3

1

2

8
7

9
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自
然
こ
そ
が
一
番
の
教
材

　共同研究のひとつ。2020年5 月1
日、衛星送信機を付けた43番のコクガ
ンが志津川湾を出発しました。２カ月ほ
どかけて北上し、オホーツク海、ロシア
内陸部を横断して北極海沿岸まで到達
し、そこで幼鳥羽から成鳥羽へと換羽
しました。飛んでいる時のコクガンの時
速は50～ 80キロ、標高3400メート
ルの高山も超えるのです。

コクガン43番の旅
　宮城県漁業協同組合志津川支所のカ
キ養殖業者は、「ASC 認証」の第1号の
認証業者です。「ASC 認証」とは、養殖
に関する国際認証制度のこと。環境に
負担をかけず、地域社会に配慮して、
操業をしている養殖業に対してお墨付き
が与えられます。そのカキを使った絶品
のカキ丼を、カフェ「ちょこっと」さんの
お昼で味わいました。

ASC認証の絶品カキ丼
　南三陸・海のビジターセンターには
カフェコーナーが併設されています。自
然のことや環境のこと、未来についてな
どコーヒーを飲みながら、仲間と一緒
にリラックスして会話をすれば、平井さ
んが話していた通り「楽しみながら学ぶ」
ことができそうです。

ビジターCにカフェを併設

Wetland Report

　

複
雑
に
入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス
海
岸
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
三
陸
海
岸
の
南
部
に
あ

る
志
津
川
湾
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
は

2
0
1
8
年
と
比
較
的
最
近
で
す
が
、
９

つ
の
国
際
的
な
登
録
基
準
の
う
ち
国
内
最

多
に
並
ぶ
５
つ
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

　

寒
流
の
親
潮
、
暖
流
の
黒
潮
、
日
本
海

を
北
上
す
る
対
馬
海
流
か
ら
枝
分
か
れ
し

た
津
軽
暖
流
の
３
つ
の
海
流
が
混
ざ
り

合
っ
て
い
る
の
が
特
徴
。
そ
の
お
か
げ
で

冷
た
い
海
に
生
息
す
る
マ
コ
ン
ブ
と
暖
か

い
海
で
見
ら
れ
る
ア
ラ
メ
の
両
方
の
藻
場

が
あ
り
、
約
2
2
0
種
類
の
海
藻
が
生
息

す
る
貴
重
な
海
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
サ
と
な
る
海
藻
・
海
草
を
目
当
て
に

や
っ
て
く
る
、
コ
ク
ガ
ン
の
ほ
か
、
オ
オ

ワ
シ
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
の
希
少
な
渡
り

鳥
が
多
く
、
豊
か
な
生
態
系
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
湾
内
に

は
多
数
の
養
殖
い

か
だ
が
浮
か
び
、

カ
キ
、
ホ
タ
テ
、

ホ
ヤ
、
ワ
カ
メ
、

ギ
ン
ザ
ケ
な
ど
の

魚
介
類
を
育
て
て

い
ま
し
た
。

　

視
察
の
2
日
目
は
山
歩
き
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
湿
地
の
こ
と
を
学
び
に
来
た
の
に
、

山
歩
き
を
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
の
で

は
…
。
そ
う
思
わ
れ
る
方
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
山
の
自
然
環
境
を
保

全
す
る
こ
と
は
、
海
の
環
境
を
守
る
た
め

に
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

入
谷
の
山
は
志
津
川
湾
か
ら
数
キ
ロ
ほ

ど
の
距
離
に
あ
り
、
湾
を
抱
く
よ
う
に
そ

び
え
る
山
々
。
入
谷
の
山
で
目
に
し
た
も

の
の
ひ
と
つ
が
、
志
津
川
の
源
流
で
す
。

透
き
通
る
よ
う
な
色
を
し
て
い
ま
す
が
、

山
の
栄
養
分
を
た
っ
ぷ
り
と
含
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
流
れ
が
南
三
陸
の
町
を
通
り
、

や
が
て
は
志
津
川
湾
へ
と
注
ぎ
込
ん
で
い

る
の
だ
と
か
。
山
の
栄
養
分
が
湾
内
に
生

息
す
る
水
生
生
物
に
も
し
っ
か
り
と
届
い

て
い
る
の
で
す
。
志
津
川
湾
で
イ
キ
の
よ

い
魚
介
類
が
捕
獲
で
き
る
の
は
、
入
谷
の

山
の
お
か
げ
。
海
と
山
に
は
密
接
な
つ
な

が
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

湿
地
に
つ
い
て
学
ぶ
旅
は
、
森
林
の
管

理
、
間
伐
に
つ
い
て
、
担
い
手
の
問
題
…

思
わ
ぬ
切
り
口
か
ら
学
び
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は「
お

き
な
く
ら
E
E
L
s
」の
み
な
さ
ん
。
若

い
世
代
を
中
心
に
、「
自
然
体
験
活
動
リ
ー

ダ
ー（
N
E
A
L
）」の
資
格
を
持
ち
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
た
メ
ン
バ
ー
で
、
自

然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
た
め
に

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
レ
ス
キ
ュ
ー
な
ど
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

研
修
や
、
自
然
・
環
境
に
つ
い
て
の
勉
強

会
を
実
施
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
地
域

の
魅
力
を
語
る
姿
は
生
き
生
き
と
し
て
い

ま
し
た
。

３
つ
の
海
流
が
流
れ
込
む

山
の
豊
か
さ
が
海
の
豊
か
さ
に

　2日目の午前中は、当初は、沿岸部のトレイルを
実施する予定でした。しかし、前夜に起きたトンガ
沖改定火山大噴火の影響によって津波注意報が発
令され、海に近づくことができませんでした。そこ
で急遽手配いただいたのが入谷の山のトレイル
ウォーキング。おかげで、海と山の関係に触れるこ
とができました。「けがの功名」とはまさにこの日の
ことでしょう。昼過ぎには注意報が解除され、天然
記念物のコクガンも無事に観察できました。

海と山との繋がりを感じる
　入谷の山は仙台藩の養蚕発祥地。シルク生産で
栄えました。柳田国男によってまとめられた『遠野
物語』で有名な岩手県の遠野に匹敵するほど民俗
伝承が多く残る地域です。ガイドの中では恐ろしい
妖怪たちの説話を聞き、ふしぎなことが日常生活
の中に溶け込んでいるのを感じました。嘘つきが
通ると挟まれてしまう…と噂の地域信仰の対象で
ある「巨石」は、自信のある人だけくぐりましょうね。

伝承に触れる

２日目は、「海藻の森」や「海草の草原」が広がる志津川湾のほか、入谷の山、南三陸・海の
ビジターセンターを訪れました。「森里海ひと　いのちめぐるまち」という南三陸町の
キャッチフレーズの通り、山や里、人と密接に繋がり、恵みを享受することで、豊かな海が保
たれていました。

海と山、海と人との密接な繋がりを実感

志
津
川
湾
に
学
ぶ

■

所
在
地
…
宮
城
県
南
三
陸
町　
■

面
積
…
５
７
９
３
ha

■

湿
地
の
タ
イ
プ
…
海
洋
の
潮
下
帯
域（
水
中
植
生
）

■

保
護
の
制
度
…
国
立
公
園
海
域
公
園
地
区

■

ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
…
２
０
１
８
年

2日目　
N
P
O
法
人
海
の
自
然
史
研
究
所
の

平
井
さ
ん
に
は
、南
三
陸
・
海
の
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
が
目
指
し
て
い
る
の
は

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」。
外
へ
出

て
実
際
に
体
験
し
て
み
る
こ
と
を
主
眼

に
置
い
て
、先
の「
お
き
な
く
ら
E
E
L
s
」

の
活
動
を
は
じ
め
カ
ヤ
ッ
ク
や
パ
ド
ル

ボ
ー
ド
を
使
っ
た
体
験
型
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
艇
庫
や
作
業

ヤ
ー
ド
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に

驚
か
さ
れ
た
の
が
、
調
理
室
を
併
設
し
て

い
る
こ
と
。
講
師
に
は
魚
屋
さ
ん
を
招

き
、
志
津
川
湾
で
獲
れ
た
海
の
恵
み
を

す
ぐ
に
調
理
し
て
味
わ
う
こ
と
が
可
能

で
、
食
と
切
り
離
し
て
は
語
れ
な
い「
生

物
多
様
性
の
恵
み
」を
、
一
般
の
人
に
も

分
か
り
や
す
く
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
ホ
ー
ル
に
は
ト
ピ
ッ
ク
ご
と
に
選
択

再
生
で
き
る
映
像
や
生
息
地
に
集
う
生

き
物
を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
、
地

元
岩
手
の
漁
師
さ
ん
た
ち
の
個
性
的
な

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介
（
！
）
な
ど
、
楽

し
く
学
べ
る
工
夫
が
い
っ
ぱ
い
。
ど
の

展
示
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
熱
意

を
感
じ
ら
れ
、
ま
さ
に「
自
然
こ
そ
が

一
番
の
教
材
」と
い
う
通
り
の
親
し
み

深
い
施
設
で
し
た
。
　

　
海
に
面
し
た
立
地
の
た
め
す
ぐ
隣
に

背
の
高
い
防
潮
堤
が
あ
り
、
当
初
は
海
が

見
え
な
い
構
造
だ
っ
た
と
こ
ろ
要
望
を

受
け
て
造
ら
れ
た
2
階
の
テ
ラ
ス
か
ら

は
志
津
川
湾
が
一
望
で
き
ま
す
。
夕
暮
れ

の
静
か
な
海
の
、水
面
の
下
に
広
が
る「
海

の
森
」に
思
い
を
馳
せ
２
日
目
が
終
わ
り

ま
し
た
。

研
究
成
果
を
地
域
で
活
か
す

　
南
三
陸
町
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー

博
士
の
阿
部
拓
三
さ
ん
か
ら
は
、
研
究
と

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
へ
の
道
の
り
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
コ
ク
ガ
ン
に
衛
星
送
信
機
を

装
着
し
て
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
る
の
か

を
衛
星
で
追
跡
す
る
こ
と
で
渡
り
先
を

明
ら
か
に
し
た
研
究
。

　
ま
た
、
藻
場
が
衰
退
す
る
磯
焼
け
の
原

因
を
究
明
し
た
と
こ
ろ
、
ウ
ニ
の
繁
殖
が

影
響
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
ウ
ニ
の
除

去
実
験
を
行
い
藻
場
が
回
復
し
た
と
こ

ろ
、
渡
り
鳥
も
戻
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
C
O
2
を
吸
収
す
る
と
い

う
海
藻
の
特
性
を
活
か
し
て
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
事
業
を
行
っ
た
り
、
子
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
と
協
働
し
て
湾
内
の
生
き
物
の
研
究

保
全
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
革
新
的
な

取
り
組
み
も
興
味
を
引
き
ま
し
た
。
　

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
ま
で
に
は
、
研

究
結
果
の
整
理
や
行
政
の
管
轄
の
課
題
な

ど
の
苦
労
が
あ
っ
た
そ
う
。
そ
れ
ら
を
経

て
、
阿
部
さ
ん
は「
私
た
ち
を
取
り
巻
く

自
然
環
境
の
大
き
な
変
化
に
対
し
て
、
正

面
か
ら
向
き
合
い
観
測
し
て
記
録
す
る

こ
と
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
の
目

で
見
る
こ
と
が
必
要
。」と
言
わ
れ
ま
し

た
。
記
録
の
担
い
手
は
、
研
究
者
や
行
政

に
と
ど
ま
ら
ず
子
ど
も
た
ち
を
含
む
地

域
の
人
々
だ
と
い
う
こ
と
。
遠
く
に
思
え

た「
研
究
」を
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。
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自
然
こ
そ
が
一
番
の
教
材

　共同研究のひとつ。2020年5 月1
日、衛星送信機を付けた43番のコクガ
ンが志津川湾を出発しました。２カ月ほ
どかけて北上し、オホーツク海、ロシア
内陸部を横断して北極海沿岸まで到達
し、そこで幼鳥羽から成鳥羽へと換羽
しました。飛んでいる時のコクガンの時
速は50～ 80キロ、標高3400メート
ルの高山も超えるのです。

コクガン43番の旅
　宮城県漁業協同組合志津川支所のカ
キ養殖業者は、「ASC 認証」の第1号の
認証業者です。「ASC 認証」とは、養殖
に関する国際認証制度のこと。環境に
負担をかけず、地域社会に配慮して、
操業をしている養殖業に対してお墨付き
が与えられます。そのカキを使った絶品
のカキ丼を、カフェ「ちょこっと」さんの
お昼で味わいました。

ASC認証の絶品カキ丼
　南三陸・海のビジターセンターには
カフェコーナーが併設されています。自
然のことや環境のこと、未来についてな
どコーヒーを飲みながら、仲間と一緒
にリラックスして会話をすれば、平井さ
んが話していた通り「楽しみながら学ぶ」
ことができそうです。

ビジターCにカフェを併設

Wetland Report

　

複
雑
に
入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス
海
岸
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
三
陸
海
岸
の
南
部
に
あ

る
志
津
川
湾
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
は

2
0
1
8
年
と
比
較
的
最
近
で
す
が
、
９

つ
の
国
際
的
な
登
録
基
準
の
う
ち
国
内
最

多
に
並
ぶ
５
つ
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

　

寒
流
の
親
潮
、
暖
流
の
黒
潮
、
日
本
海

を
北
上
す
る
対
馬
海
流
か
ら
枝
分
か
れ
し

た
津
軽
暖
流
の
３
つ
の
海
流
が
混
ざ
り

合
っ
て
い
る
の
が
特
徴
。
そ
の
お
か
げ
で

冷
た
い
海
に
生
息
す
る
マ
コ
ン
ブ
と
暖
か

い
海
で
見
ら
れ
る
ア
ラ
メ
の
両
方
の
藻
場

が
あ
り
、
約
2
2
0
種
類
の
海
藻
が
生
息

す
る
貴
重
な
海
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
サ
と
な
る
海
藻
・
海
草
を
目
当
て
に

や
っ
て
く
る
、
コ
ク
ガ
ン
の
ほ
か
、
オ
オ

ワ
シ
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
の
希
少
な
渡
り

鳥
が
多
く
、
豊
か
な
生
態
系
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
湾
内
に

は
多
数
の
養
殖
い

か
だ
が
浮
か
び
、

カ
キ
、
ホ
タ
テ
、

ホ
ヤ
、
ワ
カ
メ
、

ギ
ン
ザ
ケ
な
ど
の

魚
介
類
を
育
て
て

い
ま
し
た
。

　

視
察
の
2
日
目
は
山
歩
き
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
湿
地
の
こ
と
を
学
び
に
来
た
の
に
、

山
歩
き
を
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
の
で

は
…
。
そ
う
思
わ
れ
る
方
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
山
の
自
然
環
境
を
保

全
す
る
こ
と
は
、
海
の
環
境
を
守
る
た
め

に
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

入
谷
の
山
は
志
津
川
湾
か
ら
数
キ
ロ
ほ

ど
の
距
離
に
あ
り
、
湾
を
抱
く
よ
う
に
そ

び
え
る
山
々
。
入
谷
の
山
で
目
に
し
た
も

の
の
ひ
と
つ
が
、
志
津
川
の
源
流
で
す
。

透
き
通
る
よ
う
な
色
を
し
て
い
ま
す
が
、

山
の
栄
養
分
を
た
っ
ぷ
り
と
含
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
流
れ
が
南
三
陸
の
町
を
通
り
、

や
が
て
は
志
津
川
湾
へ
と
注
ぎ
込
ん
で
い

る
の
だ
と
か
。
山
の
栄
養
分
が
湾
内
に
生

息
す
る
水
生
生
物
に
も
し
っ
か
り
と
届
い

て
い
る
の
で
す
。
志
津
川
湾
で
イ
キ
の
よ

い
魚
介
類
が
捕
獲
で
き
る
の
は
、
入
谷
の

山
の
お
か
げ
。
海
と
山
に
は
密
接
な
つ
な

が
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

湿
地
に
つ
い
て
学
ぶ
旅
は
、
森
林
の
管

理
、
間
伐
に
つ
い
て
、
担
い
手
の
問
題
…

思
わ
ぬ
切
り
口
か
ら
学
び
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は「
お

き
な
く
ら
E
E
L
s
」の
み
な
さ
ん
。
若

い
世
代
を
中
心
に
、「
自
然
体
験
活
動
リ
ー

ダ
ー（
N
E
A
L
）」の
資
格
を
持
ち
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
た
メ
ン
バ
ー
で
、
自

然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
た
め
に

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
レ
ス
キ
ュ
ー
な
ど
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

研
修
や
、
自
然
・
環
境
に
つ
い
て
の
勉
強

会
を
実
施
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
地
域

の
魅
力
を
語
る
姿
は
生
き
生
き
と
し
て
い

ま
し
た
。

３
つ
の
海
流
が
流
れ
込
む

山
の
豊
か
さ
が
海
の
豊
か
さ
に

　2日目の午前中は、当初は、沿岸部のトレイルを
実施する予定でした。しかし、前夜に起きたトンガ
沖改定火山大噴火の影響によって津波注意報が発
令され、海に近づくことができませんでした。そこ
で急遽手配いただいたのが入谷の山のトレイル
ウォーキング。おかげで、海と山の関係に触れるこ
とができました。「けがの功名」とはまさにこの日の
ことでしょう。昼過ぎには注意報が解除され、天然
記念物のコクガンも無事に観察できました。

海と山との繋がりを感じる
　入谷の山は仙台藩の養蚕発祥地。シルク生産で
栄えました。柳田国男によってまとめられた『遠野
物語』で有名な岩手県の遠野に匹敵するほど民俗
伝承が多く残る地域です。ガイドの中では恐ろしい
妖怪たちの説話を聞き、ふしぎなことが日常生活
の中に溶け込んでいるのを感じました。嘘つきが
通ると挟まれてしまう…と噂の地域信仰の対象で
ある「巨石」は、自信のある人だけくぐりましょうね。

伝承に触れる

２日目は、「海藻の森」や「海草の草原」が広がる志津川湾のほか、入谷の山、南三陸・海の
ビジターセンターを訪れました。「森里海ひと　いのちめぐるまち」という南三陸町の
キャッチフレーズの通り、山や里、人と密接に繋がり、恵みを享受することで、豊かな海が保
たれていました。

海と山、海と人との密接な繋がりを実感

志
津
川
湾
に
学
ぶ

■

所
在
地
…
宮
城
県
南
三
陸
町　
■

面
積
…
５
７
９
３
ha

■

湿
地
の
タ
イ
プ
…
海
洋
の
潮
下
帯
域（
水
中
植
生
）

■

保
護
の
制
度
…
国
立
公
園
海
域
公
園
地
区

■

ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
…
２
０
１
８
年

2日目　
N
P
O
法
人
海
の
自
然
史
研
究
所
の

平
井
さ
ん
に
は
、南
三
陸
・
海
の
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
が
目
指
し
て
い
る
の
は

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」。
外
へ
出

て
実
際
に
体
験
し
て
み
る
こ
と
を
主
眼

に
置
い
て
、先
の「
お
き
な
く
ら
E
E
L
s
」

の
活
動
を
は
じ
め
カ
ヤ
ッ
ク
や
パ
ド
ル

ボ
ー
ド
を
使
っ
た
体
験
型
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
艇
庫
や
作
業

ヤ
ー
ド
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に

驚
か
さ
れ
た
の
が
、
調
理
室
を
併
設
し
て

い
る
こ
と
。
講
師
に
は
魚
屋
さ
ん
を
招

き
、
志
津
川
湾
で
獲
れ
た
海
の
恵
み
を

す
ぐ
に
調
理
し
て
味
わ
う
こ
と
が
可
能

で
、
食
と
切
り
離
し
て
は
語
れ
な
い「
生

物
多
様
性
の
恵
み
」を
、
一
般
の
人
に
も

分
か
り
や
す
く
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
ホ
ー
ル
に
は
ト
ピ
ッ
ク
ご
と
に
選
択

再
生
で
き
る
映
像
や
生
息
地
に
集
う
生

き
物
を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
、
地

元
岩
手
の
漁
師
さ
ん
た
ち
の
個
性
的
な

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介
（
！
）
な
ど
、
楽

し
く
学
べ
る
工
夫
が
い
っ
ぱ
い
。
ど
の

展
示
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
熱
意

を
感
じ
ら
れ
、
ま
さ
に「
自
然
こ
そ
が

一
番
の
教
材
」と
い
う
通
り
の
親
し
み

深
い
施
設
で
し
た
。
　

　
海
に
面
し
た
立
地
の
た
め
す
ぐ
隣
に

背
の
高
い
防
潮
堤
が
あ
り
、
当
初
は
海
が

見
え
な
い
構
造
だ
っ
た
と
こ
ろ
要
望
を

受
け
て
造
ら
れ
た
2
階
の
テ
ラ
ス
か
ら

は
志
津
川
湾
が
一
望
で
き
ま
す
。
夕
暮
れ

の
静
か
な
海
の
、水
面
の
下
に
広
が
る「
海

の
森
」に
思
い
を
馳
せ
２
日
目
が
終
わ
り

ま
し
た
。

研
究
成
果
を
地
域
で
活
か
す

　
南
三
陸
町
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー

博
士
の
阿
部
拓
三
さ
ん
か
ら
は
、
研
究
と

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
へ
の
道
の
り
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
コ
ク
ガ
ン
に
衛
星
送
信
機
を

装
着
し
て
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
る
の
か

を
衛
星
で
追
跡
す
る
こ
と
で
渡
り
先
を

明
ら
か
に
し
た
研
究
。

　
ま
た
、
藻
場
が
衰
退
す
る
磯
焼
け
の
原

因
を
究
明
し
た
と
こ
ろ
、
ウ
ニ
の
繁
殖
が

影
響
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
ウ
ニ
の
除

去
実
験
を
行
い
藻
場
が
回
復
し
た
と
こ

ろ
、
渡
り
鳥
も
戻
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
C
O
2
を
吸
収
す
る
と
い

う
海
藻
の
特
性
を
活
か
し
て
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
事
業
を
行
っ
た
り
、
子
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
と
協
働
し
て
湾
内
の
生
き
物
の
研
究

保
全
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
革
新
的
な

取
り
組
み
も
興
味
を
引
き
ま
し
た
。
　

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
ま
で
に
は
、
研

究
結
果
の
整
理
や
行
政
の
管
轄
の
課
題
な

ど
の
苦
労
が
あ
っ
た
そ
う
。
そ
れ
ら
を
経

て
、
阿
部
さ
ん
は「
私
た
ち
を
取
り
巻
く

自
然
環
境
の
大
き
な
変
化
に
対
し
て
、
正

面
か
ら
向
き
合
い
観
測
し
て
記
録
す
る

こ
と
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
の
目

で
見
る
こ
と
が
必
要
。」と
言
わ
れ
ま
し

た
。
記
録
の
担
い
手
は
、
研
究
者
や
行
政

に
と
ど
ま
ら
ず
子
ど
も
た
ち
を
含
む
地

域
の
人
々
だ
と
い
う
こ
と
。
遠
く
に
思
え

た「
研
究
」を
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。
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２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
仙
台
港
に
あ
る
蒲

生
干
潟
も
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
干
潟
に
生
息
し
て
い
た
動
植
物
は
ほ

と
ん
ど
が
そ
の
姿
を
消
し
た
か
の
よ
う
に

見
え
、「
沈
黙
の
干
潟
」は「
復
元
不
能
」

と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
翌
月
の
4
月
に
は
早
く
も
砂

が
つ
き
始
め
、
7
月
に
は
元
の
状
態
に
近

づ
き
底
生
動
物
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

10
年
経
っ
た
今
で
は「
人
間
の
予
想
を
超

え
る
速
さ
で
回
復
の
兆
し
を
見
せ
、
よ
み

が
え
り
つ
つ
あ
る
」（
※
）そ
う
で
す
。

　

太
平
洋
の
濃
紺
の
海
と
七
北
田
川
の
河

口
か
ら
寄
せ
る
波
の
も
と
に
広
が
る
蒲
生

干
潟
。
当
日
は
満
潮
に
近
く
砂
泥
地
は
現

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
鳥
た
ち
が
交
互
に

や
っ
て
き
て
は
水
に
も
ぐ
っ
た
り
休
憩
し

た
り
す
る
様
子
が
見
ら
れ
、
多
様
な
生
き

物
た
ち
が
織
り
成

す
バ
ラ
ン
ス
と
自

然
の
生
命
の
鮮
や

か
さ
・
力
強
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

※「
蒲
生
干
潟
自
然
観
察

ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
」よ
り

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
干
潟
と
町
の
間
に

あ
る
巨
大
な
防
潮
堤
。
東
日
本
大
震
災

復
興
事
業
と
し
て
、
宮
城
県
に
よ
る
巨

大
防
潮
堤
工
事
と
仙
台
市
の
蒲
生
北
部

土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
当
初
の
工
事
計
画
で
は
、
具
体

的
な
環
境
配
慮
の
取
り
組
み
や
環
境
保

全
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
保
全
を
訴
え
る
要
望
書
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
工
事
は
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
を

含
む
2
回
の
修
正
の
う
え
着
工
さ
れ
た

も
の
の
、
干
潟
へ
の
直
接
的
な
影
響
は
避

け
ら
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

　

津
波
を
防
ぎ
人
の
命
を
守
る
た
め
に

防
潮
堤
は
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
方

で
、
生
物
が
生
息
し
に
く
い
環
境
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
現
実
に
も
直
面
。
石
炭
火

力
等
の
発
電
所
と

防
潮
堤
を
越
え
た

先
に
残
さ
れ
た
生

き
物
た
ち
の
オ
ア
シ

ス
は
、
人
間
と
自

然
の
関
係
や
地
方

と
都
市
の
関
係
に
つ

い
て
訴
え
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。

　
「
蒲
生
を
守
る
会
」は
１
９
７
０
年
、
市

民
有
志
に
よ
り
、
仙
台
港
建
設
の
た
め
の

干
潟
の
埋
立
計
画
に
反
対
す
る
た
め
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
粘
り
強
い
運
動
の
結

果
、
干
潟
の
３
分
の
１
が
残
さ
れ
、
そ
の

後
も
地
道
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
直
後
の
干
潟
の
再
生
状
況
を
は
じ

め
、
客
観
的
な
数
字
や
継
続
的
な
調
査
に

よ
っ
て
示
さ
れ
る
記
録
は
、
蒲
生
干
潟
だ

け
で
な
く
、
他
の
湿
地
に
と
っ
て
も
重
要

な
資
料
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

会
で
は
、
鳥
類
調
査
を
毎
月
定
期
的
に

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
自
然
観
察
会
の
運

営
や
会
報
誌『
蒲
生
を
守
る
会
だ
よ
り
』、

活
動
50
年
記
念
誌『
蒲
生
干
潟
の
現
在（
い

ま
）2
0
1
1
ー
2
0
1
9
』の
発
行
、

行
政
へ
の
提
言
や
要
請
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を

し
て
い
ま

す
。
熊
谷

さ
ん
た
ち

の
行
動
力

が
強
く
印

象
に
残
り

ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

保
全
と
防
災
の
狭
間
で

地
道
な
活
動
で
自
然
を
守
る

　蒲生干潟のすぐ横には日本で一番低い山が
あります。その名は日和山（ひよりやま）。標高
はなんと３メートル。立て看板には「3000mm」
と表記されていました。仙台市民から愛されて
いる遊び心満載の山です。干潟への影響を減
らすためにセットバックした結果、日和山が残
されました。

日本一低い山
　蒲生干潟を視察した理由は、港湾部・工業地帯に位置する干潟であることや、
市民らの運動によって埋立計画が変更された過去があるなど、20年以上前、
つまりラムサール条約登録以前の藤前干潟との共通項が多くあったため。また、
蒲生干潟は仙台の町の中心から１０キロほどの距離にあり、仙台駅までは車で
３０分ほど。名古屋駅から藤前干潟までの距離と大きく変わりません。こんな
ところもよく似た干潟です。目の前に広がる光景は、守られなければ消えてしまっ
ていたのです。ここから未来に向けて、私たちは何ができるのでしょうか。
強い風の音を耳に残して、私たちは仙台を後にしました。

蒲生干潟との共通点

蒲生干潟は宮城県仙台市にある小さな干潟。シギ類やチドリ類などの渡り鳥の中継地
として知られていますが、ラムサール条約には登録されていません。それでもあえて訪れ
たのは、藤前干潟と状況が似ているから。現地を視察しながら、蒲生を守る会の熊谷佳二
さんにお話を伺いました。

藤前干潟との共通項が多い都市型湿地

Wetland Report

　

か
つ
て
は
１
０
０
０
ha
を
超
え
る
広
大

な
沼
だ
っ
た
蕪
栗
沼
。
洪
水
や
氾
濫
が
た

び
た
び
起
き
た
た
め
に
３
０
０
年
以
上
も

前
か
ら
新
田
開
発
が
行
わ
れ
、
沼
は
水
田

に
姿
を
変
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
洪
水
や

氾
濫
が
収
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
再
び
沼
が

復
元
さ
れ
、
そ
の
周
囲
が
水
田
と
な
っ
た

の
で
す
。
現
在
の
蕪
栗
沼
の
面
積
は
１
６

４
ha
。
２
５
９
ha
の
周
辺
水
田
と
合
わ
せ

て
４
２
３
ha
の
広
大
で
肥
沃
な「
大
崎
耕

土
」が
広
が
っ
て
い
ま
す
。　

　

2
0
0
5
年
に
は
、
沼
だ
け
で
な
く
周

辺
水
田
も
含
め
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
水
田
に
注
目
し
て
の
登

録
は
初
め
て

の
事
例
。
人

間
の
営
み
と

密
接
に
関
わ

る
水
田
が
渡

り
鳥
に
と
っ

て
重
要
な
場

所
で
あ
る
こ

と
が
世
界
中

に
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

渡
り
鳥
と
し
て
や
っ
て
く
る
マ
ガ
ン
と

の
共
生
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
マ
ガ
ン
は
、
稲
を
食
べ
て
し
ま
っ
た

り
、
水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
っ
た
り
す
る

害
鳥
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
マ
ガ

ン
と
農
家
が
共
生
す
る
方
法
を
模
索
し
た

大
崎
市
は
２
０
０
３
年
か
ら「
ふ
ゆ
み
ず

た
ん
ぼ
」の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」で
は
、
周
辺
水
田

の
一
部
を
冬
の
間
も
水
を
張
っ
た
状
態（
冬

季
湛
水
）に
す
る
こ
と
で
マ
ガ
ン
の
ね
ぐ

ら
を
分
散
・
拡
大
し
、
越
冬
環
境
の
整
備

を
図
り
ま
す
。
は
じ
め
は
渡
り
鳥
の
集
中

越
冬
を
防
ぐ
目
的
で
し
た
が
、
鳥
の
糞
が

肥
料
と
な
っ
て
無
農
薬
の
良
質
な
米
が
収

穫
で
き
る
上
、
土
壌
環
境
の
改
善
に
よ
っ

て
周
囲
の
生
態
系
が
豊
か
に
な
る
と
い

う
、
一
石
二
鳥
の
効
果
が
。

　

行
政
は
、助
成

金
交
付
や
普
及
活

動
な
ど
に
よ
り
農

家
の
積
極
的
な
協

力
を
取
り
付
け
、

農
業
に
付
加
価
値

を
生
み
出
し
た
の

で
す
。

　

大
崎
市
で
は
１
９
９
７
年
か
ら
各
小
学

校
と
N
P
O
団
体
が
連
携
し
て
環
境
学
習

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
エ
コ
ク

ラ
ブ
が
複
数
あ
り
、
エ
コ
ク
ラ
ブ
同
士
の

交
流
が
限
ら
れ
た
地
域
か
ら
他
の
地
域
へ

赴
く
目
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
が
先

進
的
で
、
魅
力
的
で
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
子
ど
も
た
ち
の
発
表
の

場
を
与
え
て
い
る
ほ
か
、
交
流
学
習
会

に
子
ど
も
た
ち
を
派
遣
す
る
こ
と
も
。

２
０
１
３
年
か
ら
は
、
特
に
生
き
物
が

好
き
だ
と
い
う
子
を
対
象
に
し
た
、
校

外
活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
N
P
O
７
団
体
と
共
同
し
て
構

成
。
市
内
の
全
小
中
学
生
向
け
に
環
境

イ
ベ
ン
ト
の
広
報
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な

ど
、
情
報
提
供

を
一
元
化
し
て
、

次
世
代
に
繋
げ

る
た
め
の
活
動

を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

次
の
世
代
の
担

い
手
は
着
々
と

育
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

世
界
で
初
め
て
水
田
を
登
録

ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
で
一
石
二
鳥

環
境
教
育
も
熱
心
に

　広大な湿地を散策し、野鳥を観察し
ました。とにかく野鳥の数が多い！どこ
を歩いても鳥の姿が目に入り、鳴き交
わす声があちこちから聞こえました。
派遣者も持参した双眼鏡やカメラを離
さず夢中です。宿から蕪栗沼へ移動す
る道中の水田にも食事をする群れが
いっぱい。賑やかで明るい冬の風景が
見られました。

膨大な数の野鳥に驚き
　「ふゆみずたんぼ米」は、無農薬の有
機栽培なので安心して口にすることがで
きる上、味もおいしいと大評判。関係
者の地道な努力が実を結び、ブランド
化に成功しました。食用はもちろん、
日本酒の材料にも適しているため、ふ
ゆみずたんぼ米で醸造した地酒も販売
されています。

ふゆみずたんぼ米で極上の地酒
　大崎市のマスコットキャラクターはく
りっとした目と黄色いくちばしが印象的
な「パタ崎さん」です。モチーフとなって
いるのは、マガン。数多く飛来すること
から、マガンをキャラクター化すること
になりました。「（一般的な）ハクチョウ
ではないのがいいところ」とは三宅さん
のコメント。大崎市らしさ全開のキャラ
です。

マガンがモチーフのパタ崎さん

3日目

蒲
生
干
潟
に
学
ぶ

■

所
在
地
…
宮
城
県
仙
台
市　
■

面
積
…
48
ha

■

湿
地
の
タ
イ
プ
…
干
潟
・
汽
水
域
・
砂
浜

■

保
護
の
制
度
…
国
指
定
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

■

ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
…
未
登
録

3日目

蕪栗沼とその周辺水田はひとまとまりの湿地生態系としてラムサール条約に登録され
ています。蕪栗沼をぐるっと取り囲むように見渡す限りに水田が広がっている様子は圧巻。
大崎市産業経済部世界農業遺産推進課の三宅源行さんのお話を伺いつつ、広大な湿地
を歩きました。

渡り鳥が羽を休め、ブランド米が収穫できる水田

Wetland Report

蕪
栗
沼
・

周
辺
水
田
に
学
ぶ

■

所
在
地
…
宮
城
県
栗
原
市
、登
米
市
、大
崎
市

■

面
積
…
４
２
３
ha
■

湿
地
の
タ
イ
プ
…
堰
止
湖
、低
層
湿
原
、水
田

■

保
護
の
制
度
…
国
指
定
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

■

ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
…
２
０
０
５
年
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２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
仙
台
港
に
あ
る
蒲

生
干
潟
も
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
干
潟
に
生
息
し
て
い
た
動
植
物
は
ほ

と
ん
ど
が
そ
の
姿
を
消
し
た
か
の
よ
う
に

見
え
、「
沈
黙
の
干
潟
」は「
復
元
不
能
」

と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
翌
月
の
4
月
に
は
早
く
も
砂

が
つ
き
始
め
、
7
月
に
は
元
の
状
態
に
近

づ
き
底
生
動
物
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

10
年
経
っ
た
今
で
は「
人
間
の
予
想
を
超

え
る
速
さ
で
回
復
の
兆
し
を
見
せ
、
よ
み

が
え
り
つ
つ
あ
る
」（
※
）そ
う
で
す
。

　

太
平
洋
の
濃
紺
の
海
と
七
北
田
川
の
河

口
か
ら
寄
せ
る
波
の
も
と
に
広
が
る
蒲
生

干
潟
。
当
日
は
満
潮
に
近
く
砂
泥
地
は
現

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
鳥
た
ち
が
交
互
に

や
っ
て
き
て
は
水
に
も
ぐ
っ
た
り
休
憩
し

た
り
す
る
様
子
が
見
ら
れ
、
多
様
な
生
き

物
た
ち
が
織
り
成

す
バ
ラ
ン
ス
と
自

然
の
生
命
の
鮮
や

か
さ
・
力
強
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

※「
蒲
生
干
潟
自
然
観
察

ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
」よ
り

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
干
潟
と
町
の
間
に

あ
る
巨
大
な
防
潮
堤
。
東
日
本
大
震
災

復
興
事
業
と
し
て
、
宮
城
県
に
よ
る
巨

大
防
潮
堤
工
事
と
仙
台
市
の
蒲
生
北
部

土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
当
初
の
工
事
計
画
で
は
、
具
体

的
な
環
境
配
慮
の
取
り
組
み
や
環
境
保

全
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
保
全
を
訴
え
る
要
望
書
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
工
事
は
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
を

含
む
2
回
の
修
正
の
う
え
着
工
さ
れ
た

も
の
の
、
干
潟
へ
の
直
接
的
な
影
響
は
避

け
ら
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

　

津
波
を
防
ぎ
人
の
命
を
守
る
た
め
に

防
潮
堤
は
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
方

で
、
生
物
が
生
息
し
に
く
い
環
境
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
現
実
に
も
直
面
。
石
炭
火

力
等
の
発
電
所
と

防
潮
堤
を
越
え
た

先
に
残
さ
れ
た
生

き
物
た
ち
の
オ
ア
シ

ス
は
、
人
間
と
自

然
の
関
係
や
地
方

と
都
市
の
関
係
に
つ

い
て
訴
え
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。

　
「
蒲
生
を
守
る
会
」は
１
９
７
０
年
、
市

民
有
志
に
よ
り
、
仙
台
港
建
設
の
た
め
の

干
潟
の
埋
立
計
画
に
反
対
す
る
た
め
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
粘
り
強
い
運
動
の
結

果
、
干
潟
の
３
分
の
１
が
残
さ
れ
、
そ
の

後
も
地
道
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
直
後
の
干
潟
の
再
生
状
況
を
は
じ

め
、
客
観
的
な
数
字
や
継
続
的
な
調
査
に

よ
っ
て
示
さ
れ
る
記
録
は
、
蒲
生
干
潟
だ

け
で
な
く
、
他
の
湿
地
に
と
っ
て
も
重
要

な
資
料
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

会
で
は
、
鳥
類
調
査
を
毎
月
定
期
的
に

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
自
然
観
察
会
の
運

営
や
会
報
誌『
蒲
生
を
守
る
会
だ
よ
り
』、

活
動
50
年
記
念
誌『
蒲
生
干
潟
の
現
在（
い

ま
）2
0
1
1
ー
2
0
1
9
』の
発
行
、

行
政
へ
の
提
言
や
要
請
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を

し
て
い
ま

す
。
熊
谷

さ
ん
た
ち

の
行
動
力

が
強
く
印

象
に
残
り

ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

保
全
と
防
災
の
狭
間
で

地
道
な
活
動
で
自
然
を
守
る

　蒲生干潟のすぐ横には日本で一番低い山が
あります。その名は日和山（ひよりやま）。標高
はなんと３メートル。立て看板には「3000mm」
と表記されていました。仙台市民から愛されて
いる遊び心満載の山です。干潟への影響を減
らすためにセットバックした結果、日和山が残
されました。

日本一低い山
　蒲生干潟を視察した理由は、港湾部・工業地帯に位置する干潟であることや、
市民らの運動によって埋立計画が変更された過去があるなど、20年以上前、
つまりラムサール条約登録以前の藤前干潟との共通項が多くあったため。また、
蒲生干潟は仙台の町の中心から１０キロほどの距離にあり、仙台駅までは車で
３０分ほど。名古屋駅から藤前干潟までの距離と大きく変わりません。こんな
ところもよく似た干潟です。目の前に広がる光景は、守られなければ消えてしまっ
ていたのです。ここから未来に向けて、私たちは何ができるのでしょうか。
強い風の音を耳に残して、私たちは仙台を後にしました。

蒲生干潟との共通点

蒲生干潟は宮城県仙台市にある小さな干潟。シギ類やチドリ類などの渡り鳥の中継地
として知られていますが、ラムサール条約には登録されていません。それでもあえて訪れ
たのは、藤前干潟と状況が似ているから。現地を視察しながら、蒲生を守る会の熊谷佳二
さんにお話を伺いました。

藤前干潟との共通項が多い都市型湿地

Wetland Report

　

か
つ
て
は
１
０
０
０
ha
を
超
え
る
広
大

な
沼
だ
っ
た
蕪
栗
沼
。
洪
水
や
氾
濫
が
た

び
た
び
起
き
た
た
め
に
３
０
０
年
以
上
も

前
か
ら
新
田
開
発
が
行
わ
れ
、
沼
は
水
田

に
姿
を
変
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
洪
水
や

氾
濫
が
収
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
再
び
沼
が

復
元
さ
れ
、
そ
の
周
囲
が
水
田
と
な
っ
た

の
で
す
。
現
在
の
蕪
栗
沼
の
面
積
は
１
６

４
ha
。
２
５
９
ha
の
周
辺
水
田
と
合
わ
せ

て
４
２
３
ha
の
広
大
で
肥
沃
な「
大
崎
耕

土
」が
広
が
っ
て
い
ま
す
。　

　

2
0
0
5
年
に
は
、
沼
だ
け
で
な
く
周

辺
水
田
も
含
め
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
水
田
に
注
目
し
て
の
登

録
は
初
め
て

の
事
例
。
人

間
の
営
み
と

密
接
に
関
わ

る
水
田
が
渡

り
鳥
に
と
っ

て
重
要
な
場

所
で
あ
る
こ

と
が
世
界
中

に
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

渡
り
鳥
と
し
て
や
っ
て
く
る
マ
ガ
ン
と

の
共
生
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
マ
ガ
ン
は
、
稲
を
食
べ
て
し
ま
っ
た

り
、
水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
っ
た
り
す
る

害
鳥
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
マ
ガ

ン
と
農
家
が
共
生
す
る
方
法
を
模
索
し
た

大
崎
市
は
２
０
０
３
年
か
ら「
ふ
ゆ
み
ず

た
ん
ぼ
」の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」で
は
、
周
辺
水
田

の
一
部
を
冬
の
間
も
水
を
張
っ
た
状
態（
冬

季
湛
水
）に
す
る
こ
と
で
マ
ガ
ン
の
ね
ぐ

ら
を
分
散
・
拡
大
し
、
越
冬
環
境
の
整
備

を
図
り
ま
す
。
は
じ
め
は
渡
り
鳥
の
集
中

越
冬
を
防
ぐ
目
的
で
し
た
が
、
鳥
の
糞
が

肥
料
と
な
っ
て
無
農
薬
の
良
質
な
米
が
収

穫
で
き
る
上
、
土
壌
環
境
の
改
善
に
よ
っ

て
周
囲
の
生
態
系
が
豊
か
に
な
る
と
い

う
、
一
石
二
鳥
の
効
果
が
。

　

行
政
は
、助
成

金
交
付
や
普
及
活

動
な
ど
に
よ
り
農

家
の
積
極
的
な
協

力
を
取
り
付
け
、

農
業
に
付
加
価
値

を
生
み
出
し
た
の

で
す
。

　

大
崎
市
で
は
１
９
９
７
年
か
ら
各
小
学

校
と
N
P
O
団
体
が
連
携
し
て
環
境
学
習

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
エ
コ
ク

ラ
ブ
が
複
数
あ
り
、
エ
コ
ク
ラ
ブ
同
士
の

交
流
が
限
ら
れ
た
地
域
か
ら
他
の
地
域
へ

赴
く
目
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
が
先

進
的
で
、
魅
力
的
で
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
子
ど
も
た
ち
の
発
表
の

場
を
与
え
て
い
る
ほ
か
、
交
流
学
習
会

に
子
ど
も
た
ち
を
派
遣
す
る
こ
と
も
。

２
０
１
３
年
か
ら
は
、
特
に
生
き
物
が

好
き
だ
と
い
う
子
を
対
象
に
し
た
、
校

外
活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
N
P
O
７
団
体
と
共
同
し
て
構

成
。
市
内
の
全
小
中
学
生
向
け
に
環
境

イ
ベ
ン
ト
の
広
報
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な

ど
、
情
報
提
供

を
一
元
化
し
て
、

次
世
代
に
繋
げ

る
た
め
の
活
動

を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

次
の
世
代
の
担

い
手
は
着
々
と

育
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

世
界
で
初
め
て
水
田
を
登
録

ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
で
一
石
二
鳥

環
境
教
育
も
熱
心
に

　広大な湿地を散策し、野鳥を観察し
ました。とにかく野鳥の数が多い！どこ
を歩いても鳥の姿が目に入り、鳴き交
わす声があちこちから聞こえました。
派遣者も持参した双眼鏡やカメラを離
さず夢中です。宿から蕪栗沼へ移動す
る道中の水田にも食事をする群れが
いっぱい。賑やかで明るい冬の風景が
見られました。

膨大な数の野鳥に驚き
　「ふゆみずたんぼ米」は、無農薬の有
機栽培なので安心して口にすることがで
きる上、味もおいしいと大評判。関係
者の地道な努力が実を結び、ブランド
化に成功しました。食用はもちろん、
日本酒の材料にも適しているため、ふ
ゆみずたんぼ米で醸造した地酒も販売
されています。

ふゆみずたんぼ米で極上の地酒
　大崎市のマスコットキャラクターはく
りっとした目と黄色いくちばしが印象的
な「パタ崎さん」です。モチーフとなって
いるのは、マガン。数多く飛来すること
から、マガンをキャラクター化すること
になりました。「（一般的な）ハクチョウ
ではないのがいいところ」とは三宅さん
のコメント。大崎市らしさ全開のキャラ
です。

マガンがモチーフのパタ崎さん

3日目

蒲
生
干
潟
に
学
ぶ

■

所
在
地
…
宮
城
県
仙
台
市　
■

面
積
…
48
ha

■

湿
地
の
タ
イ
プ
…
干
潟
・
汽
水
域
・
砂
浜

■

保
護
の
制
度
…
国
指
定
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

■

ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
…
未
登
録

3日目

蕪栗沼とその周辺水田はひとまとまりの湿地生態系としてラムサール条約に登録され
ています。蕪栗沼をぐるっと取り囲むように見渡す限りに水田が広がっている様子は圧巻。
大崎市産業経済部世界農業遺産推進課の三宅源行さんのお話を伺いつつ、広大な湿地
を歩きました。

渡り鳥が羽を休め、ブランド米が収穫できる水田

Wetland Report

蕪
栗
沼
・

周
辺
水
田
に
学
ぶ

■

所
在
地
…
宮
城
県
栗
原
市
、登
米
市
、大
崎
市

■

面
積
…
４
２
３
ha
■

湿
地
の
タ
イ
プ
…
堰
止
湖
、低
層
湿
原
、水
田

■

保
護
の
制
度
…
国
指
定
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

■

ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
…
２
０
０
５
年



10 9

事
後
学
習
会

■

日
時
…
令
和
４
年
１
月
29
日（
土
）

■

場
所
…
エ
コ
パ
ル
な
ご
や　

バ
ー
チ
ャ
ル
ス
タ
ジ
オ

■

参
加
者
…
派
遣
者
１０
人

　
　
　
　

平
井
和
也（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
の
自
然
史
研
究
所
事
務
局
長
）

　

志
津
川
湾
の
視
察
で
参
加
者
の
印
象

に
残
っ
た
の
が
、
地
域
と
環
境
保
全
の

関
わ
り
に
つ
い
て
で
し
た
。

　

養
殖
の
牡
蠣
丼
や
、
湾
内
で
の
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
の
体
験
な
ど
、
志
津
川
湾
は

観
光
地
と
し
て
も
魅
力
的
な
場
所
。
同

時
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
研
究
の
あ
り

方
も
学
び
、「
さ
ま
ざ
ま
な
海
の
恵
み

を
活
用
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み
が
参

考
に
な
っ
た
」「
地
域
で
の
地
道
な
取
り

組
み
が
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」と

い
っ
た
意
見
が
。

  

ま
た
、「
自
然
体
験
ガ
イ
ド
を
し
て
い

る『
お
き
な
く
ら
E
E
L
s
』の
活
動
の

盛
り
上
が
り
で
環
境
保
全
活
動
が
身
近

な
存
在
に
な
っ
て
い
る
」「
活
動
を
手
伝

う
若
い
漁
師
も
地
元
で
生
計
を
立
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
と
思
う
」な

ど
、
地
域
住
民
た
ち
が
熱
心
に
志
津
川

湾
の
環
境
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、「
藤
前
干
潟
で
の
活
動

の
ヒ
ン
ト
に
し
た
い
」と
の
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

地
域
と
保
全
の
関
わ
り
を
参
考
に

視察を終えた２週間後に、名古屋で事後学習会を開きました。学習成果を思い思いに
発表。全員の意見を共有したうえで、今後、藤前干潟においてどのような保全活動を展開
できるのかを話し合いました。最後は、海の自然史研究所事務局長の平井和也さん、藤前
干潟を守る会理事長の亀井浩次さんが、今回の事業を総括。さらなる取り組みの発展
に期待を寄せました。

学んだことを活かすために

  
事
後
学
習
会
で
は
、
参
加
者
が
視
察

し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
湿
地
の
感
想
や
３
日

間
で
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
思
い
思
い
に

発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

初
日
に
訪
れ
た
伊
豆
沼
・
内
沼
に
つ

い
て
多
く
の
参
加
者
が
口
に
し
た
の
が

「
活
動
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
元（
本
来

の
湿
地
の
姿
）を
知
っ
て
い
る
か
ら
」と

い
う
伊
豆
沼
・
内
沼
環
境
財
団
の
嶋
田

さ
ん
の
言
葉
に
つ
い
て
。「
元
の
風
景

を
取
り
戻
す
と
い
う
強
い
意
志
を
感
じ

た
」「
素
晴
ら
し
い
言
葉
に
感
銘
し
た
」

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

伊
豆
沼
・
内
沼
で
は
電
気
シ
ョ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ト
を
使
っ
て
オ
オ
ク
チ
バ
ス

を
駆
除
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
凝
ら
し
た
環
境
保
全
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。「
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か

最
初
か
ら
分
か
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
試
行
錯
誤
と
長
期
的
な
取
り
組

み
が
効
果
を
生
ん
だ
と
思
う
」と
い
う

嶋
田
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
に
10
年
後
を
見

据
え
て
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
認

識
し
た
よ
う
で
す
。

長
期
的
視
点
を
持
つ
こ
と
を
再
認
識

　

リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
た
南
三
陸
・
海

の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
平
井
さ
ん

は
、
今
回
の
視
察
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
た
こ
と
に
つ
い
て「
県
内
の
湿
地
・

干
潟
を
繋
げ
て
２
泊
３
日
の
行
程
を

作
っ
た
の
は
初
め
て
だ
が
、
と
て
も
充

実
し
た
企
画
に
な
っ
た
」と
コ
メ
ン
ト

し
た
う
え
で
、「
今
後
こ
う
し
た
取
り

組
み
が
定
常
的
な
も
の
に
な
ら
な
い
か

内
部
で
検
討
し
て
い
る
」こ
と
を
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
け
て
平
井
さ
ん
は「
面
白
そ
う
な

人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
き
っ
か
け
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
学

ん
で
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
面
白
さ
か
ら
入
り
、
学

ん
で
出
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
作
り
、

遊
び
に
く
る
人
に
面

白
い
学
び
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
社
会
を
変
化

さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
」と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

面
白
い
学
び
で
社
会
を
変
え
る

　

最
終
日
に
訪
れ
た
蕪
栗
沼
で
は
環
境

保
全
型
の「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」と
い
う

目
新
し
い
農
業
ス
タ
イ
ル
が
参
加
者
に

印
象
深
く
残
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
に

合
わ
せ
て
次
世
代
へ
繋
ぐ
活
動
に
も
注

目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
生
き

物
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て「
環

境
教
育
を
地
域
の
保
全
団
体
と
行
政
が

一
緒
に
な
っ
て
進
め
る
の
は
、
な
か
な

か
で
き
な
い
こ
と
」と
評
価
す
る
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仙
台
市
に
あ
る
蒲
生
干
潟
で

は「
20
年
前
の
藤
前
干
潟
の
状
況
と
似

て
い
る
」と
の
指
摘
も
あ
り
、
参
加
者

に
と
っ
て
学
ぶ
べ
き
点
が
多
か
っ
た
様

子
。
地
元
の
市
民
団
体
が
50
年
間
も
活

動
し
て
い
る
こ
と
に「
困
難
に
ぶ
つ
か
っ

て
も
理
想
を
求
め
て
前
に
進
む
姿
を
見

て
、
私
た
ち
も
勇
気
が
出
た
」と
敬
意

を
表
す
る
声
も
。
藤
前
干
潟
の
環
境
保

全
活
動
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
の
、

大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

先
駆
的
な
活
動
に
気
持
ち
を
新
た
に

事後学習会では、藤前干潟の保全活動についての意見交換も実施。視察先のそれぞれの湿地における視察結果
を踏まえて、すぐにでもできそうなこと、いつかは実現したいことなど、さまざまな提言がありました。

藤前干潟の保全に活かす

すぐにできそうなこといつか実現したいこと

　「今回お手伝いいただいた4人の講師が口を揃えて『参加者のリアクションがよく、たくさん情報を

伝えることができてうれしかった』と話していたのが印象的です」。今回の事業で視察先のコーディネー

トをお願いした平井さんが事後学習会で話してくれたこの言葉が、今回の「国内湿地交流事業」の「交

流」の部分が、いかに充実したものであったのかを表しているのではないでしょうか。3日間をとおし

て、講師の方のお話が野鳥の行動を観察したり湿地を歩いたりする体験と地続きになり、自らの生き

た知識になるのを体感しました。課題への向き合い方や保全の手法など、私たちは今回の視察で

得た知見を、藤前干潟の環境保全に大いに役立てていきたいと考えています。1年後なのか10年後

なのか、いつになるかは分かりませんが、必ず花開かせられるよう取り組んでいく所存です。

まとめ

伝える・学ぶ

・市民の間での認知を高めるために、藤前干潟の
魅力や保全活動の内容をリーフレット作成・SNS
で発信・告知する。
・あおなみ線の名古屋駅などの公共施設で映像を流
し、藤前干潟の魅力を発信する。
・今まで以上に藤前干潟を訪れ、渡り鳥の観察記録
をつけて、藤前干潟の渡り鳥の中継地として写真を
含めて今の藤前干潟の姿を記録していく。
・昔の藤前干潟の姿を知っている人から、昔の藤前干
潟の渡り鳥の飛来状況や底生生物についての生息
状況について聞く。
・大学のゼミで環境配慮行動について学び、もっと多
くの人に藤前干潟の保全活動を広めたい。

活動する

・水源である庄内川･日光川を汚さないようにする｡
・庄内川を介して藤前干潟につながっている小幡
緑地や東谷山の保全活動に参加する。
・藤前干潟クリーン大作戦など、藤前干潟で開催され
るごみ拾いのボランティアや各種イベントへ積極的
に参加する。
・まずは自分の身の周りから積極的に藤前干潟を
アピールして、興味を持って来てくれる人を増やす。

整備

・歩道の整備、バスの増便やシャトルバスの運行、
公共交通機関の誘致などでアクセスを改善する。
・南三陸・海のビジターセンターにあったような
カフェコーナーを、藤前干潟の2つのセンターに
も設置。リユースコップや紙ストローなどを活用
して誘客する。
・渡り鳥の様子を観察・学習できる場所として、さらに
施設を充実させる。

連携

・藤前干潟と成り立ちや規模の似た湿地・干潟を探し
出し、兄弟湿地・干潟提携を締結する。
・他地域にも展開できるような湿地カード、バッジな
どのグッズを制作し、来場者に配布する。
・名古屋城→熱田神宮→藤前干潟→名古屋港水族館
→東山動植物園の観光ルートを整備し、藤前干潟
をなごやの観光名所にする。
・環境活動に力を入れている企業や団体とパート
ナーシップを結ぶ。
・藤前干潟の上流にある小幡緑地・東谷山の森の
保全団体と提携して、共に保全活動に取り組む。

教育

・修学旅行や社会見学のコースを設定。名古屋市
以外の児童・生徒に実際に足を運んでもらう。
・学生など若い世代が関わりやすい都会の立地を
活かし、清掃ボランティアといった活動への参加
を促す。
・自分が教員になった時に、藤前干潟で環境教育を
行う。
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事
後
学
習
会

■

日
時
…
令
和
４
年
１
月
29
日（
土
）

■

場
所
…
エ
コ
パ
ル
な
ご
や　

バ
ー
チ
ャ
ル
ス
タ
ジ
オ

■

参
加
者
…
派
遣
者
１０
人

　
　
　
　

平
井
和
也（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
の
自
然
史
研
究
所
事
務
局
長
）

10

　

志
津
川
湾
の
視
察
で
参
加
者
の
印
象

に
残
っ
た
の
が
、
地
域
と
環
境
保
全
の

関
わ
り
に
つ
い
て
で
し
た
。

　

養
殖
の
牡
蠣
丼
や
、
湾
内
で
の
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
の
体
験
な
ど
、
志
津
川
湾
は

観
光
地
と
し
て
も
魅
力
的
な
場
所
。
同

時
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
研
究
の
あ
り

方
も
学
び
、「
さ
ま
ざ
ま
な
海
の
恵
み

を
活
用
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み
が
参

考
に
な
っ
た
」「
地
域
で
の
地
道
な
取
り

組
み
が
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」と

い
っ
た
意
見
が
。

  

ま
た
、「
自
然
体
験
ガ
イ
ド
を
し
て
い

る『
お
き
な
く
ら
E
E
L
s
』の
活
動
の

盛
り
上
が
り
で
環
境
保
全
活
動
が
身
近

な
存
在
に
な
っ
て
い
る
」「
活
動
を
手
伝

う
若
い
漁
師
も
地
元
で
生
計
を
立
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
と
思
う
」な

ど
、
地
域
住
民
た
ち
が
熱
心
に
志
津
川

湾
の
環
境
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、「
藤
前
干
潟
で
の
活
動

の
ヒ
ン
ト
に
し
た
い
」と
の
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

地
域
と
保
全
の
関
わ
り
を
参
考
に

視察を終えた２週間後に、名古屋で事後学習会を開きました。学習成果を思い思いに
発表。全員の意見を共有したうえで、今後、藤前干潟においてどのような保全活動を展開
できるのかを話し合いました。最後は、海の自然史研究所事務局長の平井和也さん、藤前
干潟を守る会理事長の亀井浩次さんが、今回の事業を総括。さらなる取り組みの発展
に期待を寄せました。

学んだことを活かすために

  

事
後
学
習
会
で
は
、
参
加
者
が
視
察

し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
湿
地
の
感
想
や
３
日

間
で
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
思
い
思
い
に

発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

初
日
に
訪
れ
た
伊
豆
沼
・
内
沼
に
つ

い
て
多
く
の
参
加
者
が
口
に
し
た
の
が

「
活
動
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
元（
本
来

の
湿
地
の
姿
）を
知
っ
て
い
る
か
ら
」と

い
う
伊
豆
沼
・
内
沼
環
境
財
団
の
嶋
田

さ
ん
の
言
葉
に
つ
い
て
。「
元
の
風
景

を
取
り
戻
す
と
い
う
強
い
意
志
を
感
じ

た
」「
素
晴
ら
し
い
言
葉
に
感
銘
し
た
」

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

伊
豆
沼
・
内
沼
で
は
電
気
シ
ョ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ト
を
使
っ
て
オ
オ
ク
チ
バ
ス

を
駆
除
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
凝
ら
し
た
環
境
保
全
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。「
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か

最
初
か
ら
分
か
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
試
行
錯
誤
と
長
期
的
な
取
り
組

み
が
効
果
を
生
ん
だ
と
思
う
」と
い
う

嶋
田
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
に
10
年
後
を
見

据
え
て
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
認

識
し
た
よ
う
で
す
。

長
期
的
視
点
を
持
つ
こ
と
を
再
認
識

　

リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
た
南
三
陸
・
海

の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
平
井
さ
ん

は
、
今
回
の
視
察
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
た
こ
と
に
つ
い
て「
県
内
の
湿
地
・

干
潟
を
繋
げ
て
２
泊
３
日
の
行
程
を

作
っ
た
の
は
初
め
て
だ
が
、
と
て
も
充

実
し
た
企
画
に
な
っ
た
」と
コ
メ
ン
ト

し
た
う
え
で
、「
今
後
こ
う
し
た
取
り

組
み
が
定
常
的
な
も
の
に
な
ら
な
い
か

内
部
で
検
討
し
て
い
る
」こ
と
を
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
け
て
平
井
さ
ん
は「
面
白
そ
う
な

人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
き
っ
か
け
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
学

ん
で
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
面
白
さ
か
ら
入
り
、
学

ん
で
出
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
作
り
、

遊
び
に
く
る
人
に
面

白
い
学
び
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
社
会
を
変
化

さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
」と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

面
白
い
学
び
で
社
会
を
変
え
る

　

最
終
日
に
訪
れ
た
蕪
栗
沼
で
は
環
境

保
全
型
の「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」と
い
う

目
新
し
い
農
業
ス
タ
イ
ル
が
参
加
者
に

印
象
深
く
残
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
に

合
わ
せ
て
次
世
代
へ
繋
ぐ
活
動
に
も
注

目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
生
き

物
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て「
環

境
教
育
を
地
域
の
保
全
団
体
と
行
政
が

一
緒
に
な
っ
て
進
め
る
の
は
、
な
か
な

か
で
き
な
い
こ
と
」と
評
価
す
る
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仙
台
市
に
あ
る
蒲
生
干
潟
で

は「
20
年
前
の
藤
前
干
潟
の
状
況
と
似

て
い
る
」と
の
指
摘
も
あ
り
、
参
加
者

に
と
っ
て
学
ぶ
べ
き
点
が
多
か
っ
た
様

子
。
地
元
の
市
民
団
体
が
50
年
間
も
活

動
し
て
い
る
こ
と
に「
困
難
に
ぶ
つ
か
っ

て
も
理
想
を
求
め
て
前
に
進
む
姿
を
見

て
、
私
た
ち
も
勇
気
が
出
た
」と
敬
意

を
表
す
る
声
も
。
藤
前
干
潟
の
環
境
保

全
活
動
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
の
、

大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
よ

う
で
す
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先
駆
的
な
活
動
に
気
持
ち
を
新
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に
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て、講師の方のお話が野鳥の行動を観察したり湿地を歩いたりする体験と地続きになり、自らの生き

た知識になるのを体感しました。課題への向き合い方や保全の手法など、私たちは今回の視察で

得た知見を、藤前干潟の環境保全に大いに役立てていきたいと考えています。1年後なのか10年後

なのか、いつになるかは分かりませんが、必ず花開かせられるよう取り組んでいく所存です。
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魅力や保全活動の内容をリーフレット作成・SNS
で発信・告知する。
・あおなみ線の名古屋駅などの公共施設で映像を流
し、藤前干潟の魅力を発信する。
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潟の渡り鳥の飛来状況や底生生物についての生息
状況について聞く。
・大学のゼミで環境配慮行動について学び、もっと多
くの人に藤前干潟の保全活動を広めたい。
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・水源である庄内川･日光川を汚さないようにする｡
・庄内川を介して藤前干潟につながっている小幡
緑地や東谷山の保全活動に参加する。
・藤前干潟クリーン大作戦など、藤前干潟で開催され
るごみ拾いのボランティアや各種イベントへ積極的
に参加する。
・まずは自分の身の周りから積極的に藤前干潟を
アピールして、興味を持って来てくれる人を増やす。

整備

・歩道の整備、バスの増便やシャトルバスの運行、
公共交通機関の誘致などでアクセスを改善する。
・南三陸・海のビジターセンターにあったような
カフェコーナーを、藤前干潟の2つのセンターに
も設置。リユースコップや紙ストローなどを活用
して誘客する。
・渡り鳥の様子を観察・学習できる場所として、さらに
施設を充実させる。

連携

・藤前干潟と成り立ちや規模の似た湿地・干潟を探し
出し、兄弟湿地・干潟提携を締結する。
・他地域にも展開できるような湿地カード、バッジな
どのグッズを制作し、来場者に配布する。
・名古屋城→熱田神宮→藤前干潟→名古屋港水族館
→東山動植物園の観光ルートを整備し、藤前干潟
をなごやの観光名所にする。
・環境活動に力を入れている企業や団体とパート
ナーシップを結ぶ。
・藤前干潟の上流にある小幡緑地・東谷山の森の
保全団体と提携して、共に保全活動に取り組む。

教育

・修学旅行や社会見学のコースを設定。名古屋市
以外の児童・生徒に実際に足を運んでもらう。
・学生など若い世代が関わりやすい都会の立地を
活かし、清掃ボランティアといった活動への参加
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・自分が教員になった時に、藤前干潟で環境教育を
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